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ONTAP Tools for VMware vSphereメンテナンスコ
ンソールへのアクセス

ONTAP Tools for VMware vSphereメンテナンスコンソールの
概要

ONTAP toolsのメンテナンスコンソールを使用して、アプリケーション、システム、お
よびネットワークの構成を管理できます。管理者パスワードとメンテナンスパスワード
を変更することができます。サポートバンドルの生成、異なるログレベルの設定、 TLS

設定の表示と管理、およびリモート診断の開始を行うこともできます。

メンテナンスコンソールにアクセスするには、ONTAP Tools for VMware vSphereの導入後にVMware Toolsを

インストールしておく必要があります。を使用する必要があります maint 導入時に設定したユーザ名とパス
ワードで、ONTAP toolsのメンテナンスコンソールにログインします。メンテナンスコンソールまたはrootロ
グインコンソールでファイルを編集するには、* nano *を使用する必要があります。

のパスワードを設定する必要があります。 diag ユーザがリモート診断を有効にしています。

メンテナンスコンソールにアクセスするには、導入したONTAP tools for VMware vSphereの*[概要]*タブを使

用する必要があります。をクリックします をクリックすると、メンテナンスコンソールが起動します。

* コンソール・メニュー * * オプション *

アプリケーションの設定 1. サーバステータスの概要を表示します

2. VASA ProviderサービスおよびSRAサービスのロ
グレベルの変更

3. AutoSupportを無効にする

System Configuration （システム設定） 1. 仮想マシンをリブートします

2. 仮想マシンをシャットダウンします

3. マネージャUIパスワードをリセットするためのト
ークンの生成

4. タイムゾーンを変更します

5. 新しい NTP サーバを追加します

6. jail ディスクサイズ（ /jail ）の拡張

7. アップグレード

8. VMware Tools をインストールします
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ネットワーク構成： 1. IP アドレス設定を表示します

2. ドメイン名検索設定を表示します

3. ドメイン名検索設定を変更します

4. 静的ルートを表示します

5. 静的ルートを変更します

6. 変更をコミットします

7. ホストに ping を実行します

8. デフォルト設定に戻します

サポートと診断 1. 診断シェルにアクセスします

2. リモート診断アクセスを有効にします

リモート診断アクセスを設定します

diagユーザのSSHアクセスを有効にするようにONTAP tools for VMware vSphereを設定
できます。

• 必要なもの *

vCenter Serverインスタンスに対してVASA Provider拡張機能を有効にする必要があります。

• このタスクについて *

SSH を使用して diag ユーザアカウントにアクセスする際は次の制限があります。

• SSH をアクティブ化した場合、使用できるログインアカウントは 1 つだけです。

• diag ユーザアカウントへの SSH アクセスは、次のいずれかの状況になると無効になります。

◦ タイムアウトした場合。

ログインセッションは翌日の午前0時まで有効です。

◦ SSH を使用して diag ユーザとして再度ログインした場合。

• 手順 *

1. vCenter Serverで、VASA Providerへのコンソールを開きます。

2. maintenance ユーザとしてログインします。

3. 入力するコマンド 4 [Support and Diagnostics]を選択します。

4. 入力するコマンド 3 [Enable remote diagnostics access]を選択します。

5. 入力するコマンド y [確認]ダイアログボックスで、リモート診断アクセスを有効にします。

6. リモート診断アクセス用のパスワードを入力します。
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他のノードでSSHを開始する

アップグレードの前に、他のノードでSSHを開始する必要があります。

• 必要なもの *

vCenter Serverインスタンスに対してVASA Provider拡張機能を有効にする必要があります。

• このタスクについて *

アップグレードの前に、各ノードでこの手順を実行してください。

• 手順 *

1. vCenter Serverで、VASA Providerへのコンソールを開きます。

2. maintenance ユーザとしてログインします。

3. 入力するコマンド 4 [Support and Diagnostics]を選択します。

4. 入力するコマンド 1 [Access diagnostic shell]を選択します。

5. 入力するコマンド y 続行してください。

6. コマンド_sudo systemctl restart ssh_を実行します。

vCenter ServerとONTAPのクレデンシャルを更新する

メンテナンスコンソールを使用して、vCenter ServerインスタンスとONTAPクレデンシ
ャルを更新できます。

• 必要なもの *

メンテナンスユーザのログインクレデンシャルが必要です。

• このタスクについて *

導入後にvCenter Server、ONTAP、またはデータLIFのクレデンシャルを変更した場合は、この手順を使用し
てクレデンシャルを更新する必要があります。

• 手順 *

1. vCenter Serverで、VASA Providerへのコンソールを開きます。

2. maintenance ユーザとしてログインします。

3. 入力するコマンド 4 [Support and Diagnostics]を選択します。

4. 入力するコマンド 1 [Access diagnostic shell]を選択します。

5. 入力するコマンド y 続行してください。

6. 必要に応じてクレデンシャルを更新します。

a. ONTAPクレデンシャルを更新するには、次のコマンドを実行します。

3



otv-update — ontapUsername <new username>-- ontapPassword <new password>

b. vCenterクレデンシャルを更新するには、次のコマンドを実行します。

otv-update — vcenterUsername <new username>-- vcenterPassword <new password>

c. データLIFを更新するには、次のコマンドを実行します。

otv-update --dataLif <新しいDatalif IP>
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す。
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ネットアップは、ここに記載されているすべての製品に対する変更を随時、予告なく行う権利を保有します。
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る責任および義務に対して、ネットアップは責任を負いません。この製品の使用または購入は、ネットアップ
の特許権、商標権、または他の知的所有権に基づくライセンスの供与とはみなされません。

このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。

権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR

5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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